
子供たちは確実に学力をつけています
１２月に行われた熊本県学力調査（３年以上の国語と算数）と八代市学力調査（２年の国語と算数、５

・６年の社会と理科）の結果が届きましたのでお知らせします。

これまで本校では、「何を教えるか」ではなく、「子供がどのように学ぶか」を重視した子供の視点
に立った授業改善、いわゆる「子供を主語にした授業づくり」を行ってきました。その具体は、
◇子供の問いや思いを引き出す「課題提示」の工夫
◇子供が学びを深める「学び合い」の工夫
◇子供の学びを「振り返り」の工夫
◇基本的な学習過程と板書の統一
◇ＩＣＴの有効活用

です。そして、その深化のために、全教職員による「研究授業」及び「相互参観授業」を１人年４回
程度行い、互いに見合い意見を交わしてきました。
また、能動的・主体的な家庭学習の継続にも学校総体で取り組み、自学自習のコースとして、
○「ばっちりコース」（予習・復習） ○「がんばるコース」（苦手克服）
○「わくわくコース」（発展学習）

の３つを提示し、その中から、教師や子供が選択できるようにし、子供の実態に応じた柔軟な取組を
行ってきました。そして、モデルとなる自学自習ノートの定期的な掲示も行ってきました。
この学力調査での良好な成績は、子供たちの学習意欲と保護者の方の応援と協力、教職員の地道な

努力が相まった結果だと思っています。これからも子供たちの生きる力の獲得のために、我々教職員
は精一杯日々努力していきますので、変わらぬご理解とご協力をお願いします。

子育て一口メモ 「 聞き上手になる 」 幼児教育家 はやし浩司

子供の姿を正確にとらえるためには、聞き上手になること。自分の子供でも、他人の子供と思
い、一歩退いて見るようにする。教師でも話しにくいというのは、子供のことになると、すぐカ
リカリするタイプ。何か言おうとすると、「うちでは問題ありません」と反論する。そう反論され
ると、「どうぞご勝手に」となる。

八代小学校のホームページもご覧いただいていますか インターネット検索は 八代小学校 で

八代市立八代小学校

校長 村嶋 博史

NO,28学校教育目標「自ら学ぶ子供」 R5,1,31

（ア）本校平均正答率（県平均正答率との比較）
２年：国語７９．４％（＋ ４．０）、算数６７．１％（＋ １．２）
３年：国語７２．２％（＋ ２．０）、算数７８．０％（＋ ６．３）
４年：国語８３．８％（＋１３．３）、算数８２．０％（＋１３．４）
５年：国語７５．９％（＋ ０．２）、算数７０．８％（＋ ７．３）

社会６２．８％（－ ０．５）、理科５７．７％（－ ２．４）
６年：国語７３．７％（＋ ０．４）、算数８０．９％（＋ ５．７）

社会５９．８％（－ ５．１）、理科６３．３％（－ ３．３）
＊全学年が熊本県の正答率を上回るかほぼ同程度で、良好な結果でした。

（イ）標準スコア（全国スコア５０）
２年：国語４８．６、算数４８．５
３年：国語４８．９、算数５３．２
４年：国語５６．２、算数５６．４
５年：国語５１．８、算数５５．０、社会４８．５、理科４５．９
６年：国語４９．５、算数５４．８、社会４８．０、理科４６．３
＊全学年が全国スコアを上回るかほぼ同程度で、全国的に見ても良好な結果でした。

（ウ）同一集団による昨年度との比較（標準スコアによる比較）
国語：４年＝＋４．２、５年＝－０．５、６年＝＋０．７
算数：４年＝＋０．３、５年＝＋１．６、６年＝＋１．５
＊全学年が昨年度の標準スコアを上回るかほぼ同程度で、順調な伸びを示しました。


